
言葉や活字による情報伝達は、イメージや感情を文字情報に置き換えて
発信しています。発信する側が言葉を尽くしてもうまく伝えきれない、本
来伝えたかった内容を受け取る側が正しく理解できないということが起こ
りやすい手段でもあります。
一方、ビジュアルによる表現では、写真 1 枚が約 2,000 字、映像視聴は
数百万字の文字情報に値すると言われます。特に 4K・8K などの高品質
映像は、従来の映像よりも高解像度・高精細を実現しているため、含ま
れる情報量はさらに多くなります。つまり、実際に見る光景と近いものを
映すことができるため、より体感性が高まります。
こうした映像を活用することで、コミュニケーションのあり方が大きく変わ
ろうとしています。5G（第 5 世代移動通信システム）の実現によって、高速・
大容量に加えて多接続・低遅延が実現すれば、高品質映像の活用はま
すます進み、より多くの人へ豊かなコンテンツを届けられるようになること
が期待されています。

創業以来印刷事業を行ってきたトッパンは、「情報を正しく記録し正しく伝
える」という印刷テクノロジーを長年にわたり育んできました。そのノウハ
ウを、高品質映像やバーチャルリアリティ（VR）などの先端表現技術を
用いた映像制作に活かしています。
形や色の詳細な部分まで再現する印刷技術は、圧倒的な臨場感と没入
感、リアリティをもった VR 映像制作を可能にしました。印刷工程で高解
像度・大容量データを日々扱ってきた経験と実績が、4K・8K の高品位
映像制作に活かされています。
トッパンは、高精細な映像表現技術の提供を通じて、企業や自治体のプ
ロモーション・マーケティング等のニーズを満たすだけでなく、教育やもの
づくり、防災・防犯や医療の現場、美術など、様々な目的や用途で活用され、
社会課題の解決に貢献していきます。
トッパンはこれからも、DNA と優れた技術を駆使し、常に進化を続ける
社会と呼応しながら、社会の新しい基盤となるサービスの展開・構築に
積極的に取り組んでいきます。

高品質な映像がコミュニケーションの
あり方を変える

トッパンの DNA と技術が
社会の新しい基盤に

様々な分野で広がる
先端表現技術の活用と可能性

医療
高精細・高解像度の映像により、画像診断の
精度向上や、遠隔医療においてより対面に近
い環境の実現が期待されている。

産業
生産性向上や安全管理に貢献する映像。製造
現場の品質管理や技術・ノウハウ伝承、安全
教育など多様な場面に活かされる。

地域活性
地域活性化にも映像が貢献。観光名所や特産
物の紹介など、映像だからこそ地域の魅力を
国内外に広く発信できる。

社会インフラ
安全・安心な社会を支える防犯・防災用カメ
ラ。高画質な映像で、より詳細な分析が可能
となり、効果的な対策づくりに貢献する。

教育
学習教材だけでなく、博物館などの展示や文
化財のデジタルアーカイブなど、教育分野で
もさらなる映像の活用が期待されている。

プロモーション
商品・サービス紹介やブランディングなど多
様な目的・場面で用途はますます広がる。

特 集 2 「事業活動マテリアリティ」の取り組み

～印刷テクノロジーが「正しい情報を正しく伝える」
先端表現技術で、社会的課題の解決に挑む
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特 集 2 「事業活動マテリアリティ」の取り組み

窓枠をつけたデジタルサイネージに、トッパンが特殊な方法で撮影した高
品質 4K 映像コンテンツを表示し、まるで本物のような臨場感のある「窓
の景色」を体感できるソリューションです。

「Natural Window」、ポスター、無地の壁の休憩室での生体反応計
測による分析から、「Natural Window」は短時間でストレス緩和やリフ
レッシュ促進効果があることが確認されました。職場環境の改善策として、

「Natural Window」の導入により職員や従業員に対する働き方改革や、
健康経営の実現に向けた活用を目指しています。

2019 年 5 月、秋田県秋田市とトッパンは、大規模な地震によって津波が
発生した時、どこからどのように浸水してくるかを映像で表現し、津波発
生時の具体的な避難行動・避難誘導を体感できる避難行動シミュレー
ションシステムを構築するとともに、津波シミュレーション動画も作成しま
した。本システムと動画で繰り返し津波の危険性や安全行動を体験する
ことで、住民一人ひとりが避難の心得を身につけることを目的としています。

秋田市の避難心得である「より早く・より高く・より遠く」を意識した避難
行動シミュレーションを繰り返し体験することができます。
津波襲来の様子をリアルに描いた 360 度 VR 映像を作成し、大画面に
よる複数名での体験と、ヘッドマウントディスプレイによる没入感の高い
体験の両方をサポートしています。コントローラーを用いて、エリア内の任
意の場所から避難行動を開始、指定した避難所までの経路の避難を体
験できます。自分の避難ルートの振り返り機能や、俯瞰・背後の様子など

の視点切り替えで、多角的に行動を確認することが可能です。

津波が襲来した際の危険性を視覚的に認識し、避難する際の注意点を
わかりやすく解説する内容を目指しました。
秋田市土崎地区の実写映像と CG を活用して、地域の人が理解しやすい
映像を作成。秋田市のホームページなどでも視聴可能です。

「仮想の窓」が心も開く

避難の心得を体験する

先端表現の可能性①

先端表現の可能性②

～超臨場感環境ソリューション 「Natural Window」

～避難行動シミュレーションシステム

実証実験を通じて、秋田市の推進する
「エイジフレンドリーシティ」に貢献

Topic

「Natural Window」の仕組みと効果

映像だからこそ、いつでも繰り返し体験できる

津波シミュレーション動画の特徴

避難行動シミュレーションシステムの特徴

トッパンは、秋田市が推進している「エイジフレンドリーシティ※ 1」
の取り組みに寄与するべく、2019 年から 20 年にかけて秋田県
秋田市での配信に関わる 4 社と共同で、新たな映像配信サービ
ス「Natural Window for CATV※ 2」の実験配信を行いました。
この実証実験では、ヒーリングのほか、高齢者の社会参加やコミュ
ニケーションのきっかけとなる映像を家庭用 4K 対応テレビに配
信。高齢者の社会参加を促すことで、社会インフラの維持や労
働力不足などの少子高齢化社会が抱える課題解決への貢献を
目指します。
※ 1 エイジフレンドリーシティ（高齢者にやさしい都市）
WHO（世界保健機関）が世界的な高齢化・都市化・都市の高齢化に対応するために
2007 年に提唱したプロジェクト。秋田市は 2011 年 12 月に日本国内の自治体として初
めて「エイジフレンドリーシティグローバルネットワーク」に参加し、2019 年 3 月にはグロー
バルネットワーク参加都市の中において先進的な取り組みを行う11 都市・地域の一つ
として選出されている。
※ 2 エイジフレンドリーシティの実現を目指す秋田市で高品質 4K 映像配信の実証実
験を実施
https://www.toppan.co.jp/news/2020/03/newsrelease200312.html「BPO スクエア朝霞」

休憩スペース

避難行動シミュレーションシステムの映像例。行動開始からの時間や海抜、バックミラー表示など
を確認しながら体験が可能。

津波シミュレーション動画では、秋田市内に津波が到達した状況をリアルな映像を用いて解説。避
難時の心得を学習できる。
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トッパンは、IoA（Internet of Abilities）を提唱する東京大学大学院情報学環教授 暦本純一氏とともに共創・開発に取り組んでいます。共創の成果とし
て「IoA 仮想テレポーテーション®」をリリースし社会実装を推進しています。Internet of Abilities は直訳すると “能力のネットワーク”。人間がネットワー
クを介してテクノロジーと融合し、その意識や能力を拡張するという未来社会基盤構想です。
人間の能力拡張を目指すこの取り組みは、熟練者の動きのトレースによる技能伝承や教育での利用、身体的リハビリテーション、高齢者や体の不自由な方の
サポートなど様々な活用が期待されています。

時空を超えて能力を共有する

先端表現の可能性③

～IoA仮想テレポーテーション®

「IoA 学園 ™」が実現した、福島県 双葉南・
北小学校の「2019 バーチャルふるさと遠足」

Topic

距離や時間を超えて能力を共有

「IoA 学園 ™」は、「IoA 仮想テレポーテーション ®」技術を活用し、4K 映像と 5G を見
据えた通信で学校と遠隔地をつなぎ、移動にかかる時間的な制約や身体的な制約を取り
払って、子どもたちに幅広い範囲での学びの場を提供するものです。
2019 年 11 月、福島県いわき市の双葉町立双葉南・北小学校で、校外学習「2019 バーチャ
ルふるさと遠足」を実施する際に「IoA 学園 ™」が活用されました。東日本大震災以降、
町内のほとんどが帰還困難区域に指定されている双葉町の現状について子どもたちが知
り、復旧・復興に向けた取り組みを学習することを目的にした遠隔授業を実施しました。

専門医の少ない地域での医療を支えるために、離れた場所にいる専門医
と地域医をネットワークでつなぎ、コミュニケーションを図りながら行う遠
隔医療に注目が集まっています。 新型コロナウイルス感染症の拡大により、
遠隔医療は地域医だけでなく、都市部を含めたかかりつけ医でも実施さ
れるようになり、ますます需要が高まっています。
遠隔での診療やアドバイスのためには、言語や数値データによる伝達だ
けでなく、映像が不可欠です。視覚情報を的確に伝えるためには、高精
細なだけではなく、 色彩情報も高度に再現する必要があります。
トッパンは、30 年以上にわたって印刷用の高精細デジタルデータをハンド
リングしてきたノウハウを有しており、高い制御技術と長期活用に耐え得
る信頼性を培ってきました。「正しい映像情報の伝達」により遠隔医療の
質を高め、健康な暮らしの実現に向けた貢献を目指しています。

遠隔医療の正しい診断を支える

先端表現の可能性④

～CMSと高精細映像技術

活用のイメージ

医師間の対話・情報共有の質を向上

色彩情報データを高精度で再現する CMS（Color Management System）と、
高精細映像技術を融合させ、5G などの高速大量伝送によって医師間のコミュニ
ケーションの質の向上を目指しています。

遠隔地

地域医 専門医

専門機関

5G・ミリ波

光通信

入力・出力の差が大きい場合、
コミュニケーションや判断に齟齬が起こるリスク要因

撮像機器
異なる撮像方式や
主観的自動画像 

処理

光源
光源ごとに異なる

色成分

表示機器
デバイスごとに

表示傾向の違い

高精細（情報量）
印刷ならではの超
高精細デジタル

データ

誤補正 未調整 不適切 不明瞭

解像度・ビットレートLED

ハロゲン
電球

蛍光灯

自然光
 5000K°

総合的制御 ≒ カラーマネジメントシステム

インターネット

空を飛ぶ
（ユーザの体験拡張）

遠方の人と会う
（ユーザの存在拡張）

修理手順を指示する
（ユーザの能力伝達）

CEATEC 2019「Society 5.0town」の
トッパンブースでコンセプト展示を行いました

特 集 2 「事業活動マテリアリティ」の取り組み

https://www.toppan.co.jp/news/2019/10/
copy_of_newsrelease191011_1.html
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印刷会社の仕事とは、「可視化の情報加工サービス」と言えます。お客さ
まがイメージしているものを写真や文章・デザインをはじめとする様々な
技術を駆使して可視化し、仕上げることが印刷テクノロジーの中核です。
長年培ってきたこの表現技術を、今、デジタルで進化させていくことが、
大きなテーマとなっています。 基本方針として、『持続可能なスマート社会、
Society 5.0 の実現に向け、先端表現技術を核に新サービスの開発およ
び社会実装を行うこと』と掲げています。そのカギとなるのが、可視化か
ら一歩進んだ「正しい情報を伝える」ことです。 例えば、文化財のデジ
タルアーカイブでは、数多くの文献を調べた上で、失われた部分を忠実に
再現し、後世に伝わるように努めています。こうした「正しい伝達」をシ
ステマチックに実現する仕組みをつくり、提供することが社会実装であり、
ソーシャルイノベーションの実現につながると考えています。

VR 事業で要となるリアルタイム・レンダリング・エンジンは、正しい色・正
しい質感を再現するために長年にわたり自社開発してきたものです。奇抜
な絵づくりや美しい色表現ができるエンジンはほかにもあるのですが、車
の塗装のように複雑な深みのある反射や、ファブリックの柔らかい表現な
ど、素材によって全く異なる質感を再現することは難しく、結果、独自に開
発せざるをえませんでした。

また、通信を介したデジタルコミュニケーションでは、大容量の情報圧縮
によるデータ劣化や、表示デバイスごとに色が変わってしまう問題が発生
します。このため、様々な状況下でも正しい色を伝えるカラーマネジメン
ト技術は、ますます重要になるでしょう。 例えば、新型コロナウイルス感
染症対策として初診からオンライン診療が可能な病院が増えてきました。
医師が画面越しに患者と向き合う際に、相手の正しい顔色が画面に表示
されなかったり、カメラや画像処理エンジンが自動的に色調補正してしまっ
たりすると、正しい診察は行えなくなります。オンラインでも対面（肉眼）
で観察するのと同様に診察を行えるようにするには「表現の正しさ」を徹
底的に追求する必要があるのです。

従来のデジタルサイネージは、複数のディスプレイに同じ広告を流すなど、
看板を置き換えたものでした。それを第一世代とするなら、第二世代は「人
間の行動を誘導する空間演出」を実現するものと言えます。ディスプレイ
を含めた空間において、視覚だけでなく五感に訴える情報をマネジメント
することで、ひとの感情にまで影響を与え得ると考え、研究を進めています。
本年 6 月から提供を開始した空間演出ソリューション「Your Space™（ユ
アスペース）」は、映像・音・香り・照明を一元管理・操作することで人の
集中力を高める効果を実現しており、企業の働き方改革にも貢献できる
と考えています。また、トッパンが観光立国・地方創生の実現に向けて東京・
丸の内に設けた「NIPPON GALLERY TABIDO MARUNOUCHI」
では、天井に「自然光照明」、壁面に「Natural Window」を配し、日
本の原風景である『路地（茶室の庭）』の再現や、様々な情景を等身大
で体感できる高輝度・高精細 LED ウォールなど、日本の魅力を伝える様々
な空間演出がお客さまからご評価いただいています。

さらに、将来を見据えて「ビヨンド 5G」への取り組みを開始しました。
5G の社会実装として様々な実証実験をしていますが、五感に訴える感
覚拡張の実現には 5G でも限界が見えており、現在、MEC ※ 1 の研究を
進めています。 
特に、アフターコロナでは、非接触の遠隔コミュニケーションに対する需
要がこれまで以上に高まります。トッパンでは時空を超えて、その場にい
るかのような体験ができる『IoA 仮想テレポーテーションR』によるさまざ
まなサービスを研究・開発していきます。時空を超えるということでは、人
類の営みを記録し探求する取り組みも行っています。例えば、考古学調査
では、遺跡の地上から地下に至る正確な三次元可視化技術を提供、デジ
タルによる新しい調査手法を通じ研究活動に貢献しています。現在も国内
外の大学・研究機関と連携しホンジュラス・グァテマラのマヤ文明遺跡や、
タイのアユタヤ遺跡やスコータイ遺跡などで研究が進んでいます。
これからの時代はサイバー空間上で、様々な企業活動が繰り広げられます。
印刷を通じ様々な現実世界の情報を発信し続けてきた私たちだからこそ、
サイバー空間とフィジカル空間をシームレスにつなぐスマート社会の実現に
貢献できると自負しています。よりよい生活の中で、人々が意識せずシー
ムレスにデジタル技術を利用している。そのような世界を目指し、これか
らもチャレンジを続けていきます。

デジタルの領域でも、「正しさ」を
追求し続けていきます

情報コミュニケーション事業本部 
ソーシャルイノベーション事業部

 先端表現技術開発本部 本部長

鈴木 高志

「イメージの可視化」から
「正しい伝達」への進化

デジタル技術による、
よりよい生活の実現を目指して

「正確な色の再現」というコア技術

第二世代のデジタルサイネージがもつ可能性

特 集 2 「事業活動マテリアリティ」の取り組み

福岡市科学館 VR 映像と
して、レンダリングエンジン
で再現された ISS（国際宇
宙ステーション）

※ 1 マルチアクセス・エッジ・コンピューティング
ネットワークにおいて、最終利用者により近い位置でデータ処理を行う仕組みのこと
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